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舞台芸術の魅力「ｷﾞﾘｼｬ悲劇からｵﾍﾟﾗ座の怪人」Ver.04

  福島学習ｾﾝﾀｰ
　　人間と文化ｺｰｽ　佐藤和光

1.[ｵﾍﾟﾗ座の怪人]のﾋﾞｯｸﾞｼｮｰﾋﾞｼﾞﾈｽ

［ｵﾍﾟﾗ座の怪人］は、ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾛｲﾄﾞ･ｳｪｯﾊﾞｰの代表作品である。1986年、ﾋｽﾞ･ﾏｼﾞｪｽﾃｨｰｽﾞ劇場（ﾛﾝ
ﾄﾞﾝ）で初演される。1988年には、ﾏｼﾞｪｽﾃｯｸ劇場（ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾌﾞﾛｰﾄﾞｳｪｲ）でも初演されて大ﾋｯﾄとな
る。2023年 2月 18日に終演を迎えたが、その間、約35年にわたって上演され、世界で最も多く
の観客が見たﾐｰｼﾞｶﾙなのである。

ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾛｲﾄﾞ･ｳｪﾊﾞｰ　　（1948年 3月 22日 - ） ｷｬﾒﾛﾝ・ﾏｯｷﾝﾄｯｼｭ　（1946年 10月 17日 - ）

『ｵﾍﾟﾗ座の怪人』など数多くのﾐｭｰｼﾞｶﾙを大成功を収
めたﾋﾞｰﾄﾙｽﾞと並ぶ「音楽で世界を征服したｲｷﾞﾘｽの
作曲家」

『ｵﾍﾟﾗ座の怪人』など数多くのﾐｭｰｼﾞｶﾙをﾋｯﾄさせた
世界を代表する演劇製作者

　His Majesty's Theatre　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Majestic Theatre

ﾏｼﾞｪｽﾃｯｸ劇場（ﾆｭｰﾖｰｸ・ﾌﾞﾛｰﾄﾞｳｪｲ）の興行成績(1㌦=130円)

上演回数 観客数 興行収入

13,981 19,800,000 $1,300,000,000

￥12,087,833 ￥8,535 ￥169,000,000,000

世界30 ｶ国 151都市

推定観客数

140,000,000

￥1,194,949,494,950
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・劇団四季によるﾐｭｰｼﾞｶﾙ「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」オペラ座の怪人／劇団四季 

上演回数（2020年 12月時点） 観客数

7,200 7,210,000

￥8,547,208 ￥61,539,898,990

2.「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」が世界的なﾋﾞｯｸﾞｼｮｰﾋﾞｼﾞﾈｽになった理由。

   1.物語の普遍性：「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」は、愛と嫉妬、美と醜さ、善と悪といった普遍的なﾃｰﾏを 

                    扱っていて、文化や時代を超えて人々に共感を呼びます。   

   2.音楽の力：ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ・ﾛｲﾄﾞ・ｳｪﾊﾞｰの「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」は、その壮大で感動的な音楽で知ら 

                れ、観客の心に深く響き、物語をより一層引き立てる。

                    

   3.ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝのｸｵﾘﾃｨ：舞台装置、衣装、照明など、「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」は非常に高品質である。

                        れらの要素が組み合わされて、観客は豊かで鮮やかな視覚体験を得る 

                        ことができる。      

   4. ｷｬｽﾄの演技力：「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」の成功は、彼らの優れ卓越した演技力が、物語を生き生

                  きと描き出している。

3.ﾋﾞｯｸﾞｼｮｰﾋﾞｼﾞﾈｽにするには

　 1. 観客動員数：観客動員数が多ければ多いほど、興行成績は良好となる。

　 2. 興行収入：ﾁｹｯﾄ販売から得られる収入を示します。高価なﾁｹｯﾄを多く売ることができれば、
　　　           興行収入は増加する。

　 3. 広告宣伝費：公演の宣伝にかかる費用を示します。広告宣伝費が多ければ多いほど、より
　　　             多くの観客を　動員する可能性がある。

　 4.ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰの役割：ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰは題材に合わせて脚本家を選定し、公演日時を決め、予算内　
　　　                で劇場の予約を行いま。また、制作ｽﾀｯﾌを確定し、稽古場の確保、ｵｰﾃﾞｨ
                      ｼｮﾝを組みｷｬｽﾃｨﾝｸﾞを行う。
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https://www.youtube.com/watch?v=Wb4YPWkPjbc
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4.いろいろな宣伝活動

「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」は、その独特の雰囲気とﾐｽﾃﾘｰｽﾄｰﾘｰから、さまざまな宣伝企画が展開された。

1.映画版「オペラの怪人」（1925年):このｻｲﾚﾝﾄ映画はが、ｵﾍﾟﾗ座の舞台裏で繰り広げられる物　
　　　　　　　　　　　　　　　　　語を描いている。宣伝活動では、映画ポスターや新聞広告
　　　　　　　　　　　　　　　　　を駆使して観客を引き寄せた。

2.ﾐｭｰｼﾞｶﾙ「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」（1986年):ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾛｲﾄﾞ･ｳｪｯﾊﾞｰのﾐｭｰｼﾞｶﾙは、世界的なﾋｯﾄ作となっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　た。宣伝活動では、ﾃﾚﾋﾞ CM、ﾗｼﾞｵ広告、劇場ﾎﾟｽﾀｰ、ﾌﾟﾚｰ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾋﾞｭｰｼｮｰなどを行い、観客を舞台に引き込んだ。

3.小説の再刊:ｶﾞｽﾄﾝ・ﾙﾙｰの小説「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」は、何度も再刊されており、その際には新たな
　　　　　　　　　装丁や解説文を活用した宣伝が行われた。

4.映画ﾘﾒｲｸやﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏ：さまざまな時期に「ｵﾍﾟﾗ座の怪人」の映画やﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏが制作されて、そ
　　　　　　　　　　　れぞれの公開時に宣伝活動が行われてた。

　以上の要素がうまく組み合わさることで、ﾐｭｰｼﾞｶﾙ演劇の興行成績は向上する。しかし、これら
の要素はすべて相互に関連しており、一つの要素だけが優れていても、他の要素が不足していれ
ば興行成績は必ずしも良好とは言えない。したがって、成功した興行を行うためには、これらの
要素すべてをﾊﾞﾗﾝｽ良く管理することが重要となる。
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